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ここで，Cov（＾，ε。）＝0であり，肌と螂は対角行列とする．これらから，
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      主成分分析で計算した因子負荷の性質  単因子の場合
                         広島大学工学部佐藤 学
 主成分分析（PCA）は因子分析（FA）の代用とされることが多い．そこでその妥当性を論じ
たい．PCAでFAの代用をするときには，相関行列Pを
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